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研究成果の概要（和文）： 合計650名のペルー移民に聞き取り調査を行った。最終年度まで聞き取りを続けてい
たため、データの解析は今後の課題となるが、データを部分的に用いた成果も出しており、以下のような知見が
得られた。(1)トランスナショナリズムとディアスポラへの分岐を規定する要因として、日本とペルーの各時点
での経済格差がある。較差が大きかった時期（2000年代前半まで）にペルーに投資ができた場合、日本で状況が
悪くなってもペルーで暮らし、日本にいる家族との関係を保つことも可能である。こうした投資ができない場
合、どちらにも足場がないディアスポラになる。(2)二世については、学歴と言語という2つの資本獲得によって
分岐する。

研究成果の概要（英文）：    We have had interviews with 650 Peruvian migrants. Although quantitative
 analysis is yet to be done, tentative findings from our fieldwork are the followings. (1) the 
economic gap between Japan and Peru greatly influences on bifurcation toward transnationalism and 
diaspora. Those who could invest in Peru, when the value of yen was greater, tend to enjoy 
transnationalism, constructing their living basis in both countries and vice versa. (2) Regarding 
bifurcation among the second generation, the timing of migration matters much less than the first 
generation. Instead, accumulation of human capital (i.e. education and language skills) is much more
 important. 

研究分野：社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義としては、まず過去に日本で行われた移民の聞き取りでは最大の件数であることが挙げられる。諸
外国で、プロジェクトの規模が拡大する中で、日本の研究で聞き取り人数が三桁に達することすら少ない。そう
した状況において、650人の聞き取りにより質量ともに他を圧倒するだけのデータを得られたことの意味は大き
い。また、萌芽的な知見ではあるが、トランスナショナリズムとディアスポラという曖昧に使われてきた概念に
対して、経済的基盤から両者が分岐する条件を操作的に明らかにしつつある点は、今後の移民研究の発展に大き
く資するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

1992 年に提起されたトランスナショナリズムという概念は、数十に及ぶ雑誌特集と大量

の書籍の刊行を経て、リーディングスが刊行されるまで定着した。この概念は、運輸通信手

段が発展した現代移民の姿を巧みにとらえている。つまり、移民は送出国／受入国をまたい

だ生活を送るようになり、国民国家を相対化する主体となりつつある。このような解放的イ

メージゆえに、トランスナショナリズムは移民研究のキーワードとなったと考えられる。 

この概念は、在日外国人のなかでは南米系移民に対して適用されることが多かった。家族

移民が可能で、二国間の頻繁な行き来がある点で、トランスナショナリズムの雛型にもっと

も類似しているからだろう。しかし現実の南米系移民は、グローバルな格差拡大への能動的

な対応というトランスナショナリズムの前提に当てはまりにくい。日本側では、派遣労働か

ら抜け出せず長期不況により収入も停滞している。南米側では、所得が上昇した結果とし

て、日本からの送金の価値が大幅に目減りした。さらに、リーマンショックと東日本大震災

により、在日ブラジル人とペルー人は不本意ながら帰国し、人口はそれぞれ 4割、2割減少

した。 

ペルーと日本の賃金差は、90年の 100倍から 2015年の 4倍程度まで縮小した。日本で職

業技能が身に着くわけでもないため、南米に戻っても低賃金の仕事にしかつけず、貯蓄を元

手にビジネスを始めるのも難しい。それゆえ、不本意ながら家族の一部が日本に再び戻る例

も多い。結果として南米系移民のうち、トランスナショナリズムが前提とするどちらにも足
．．．．．．

場がある
．．．．
というよりは、どこにも足場を持たない

．．．．．．．．．．．
状態にある者の増加を帰結した。これが、

1996年から 20年にわたって南米から移民を調査した結果得られた知見である。 

ここから、以下のような見通しが得られる。(1)南米系移民の経験はトランスナショナリ

ズム論の想定から逸脱しており、むしろディアスポラに近いものとみなすべきではないか。

(2)トランスナショナリズム論の前提は、現代移民の多くが必然的に経験する現実にもとづ

くというよりは、移民の社会移動が相対的に容易な米国の経験を過度に一般化しているの

ではないか。(3)グローバル時代の国際移民がもたらす帰結は、トランスナショナリズムの

想定より多義的であり、理論の組み直しが必要なのではないか。 

本研究のねらいは、単線的で記述的で楽観的なトランスナショナリズム論を批判し、集団

間・集団内の分岐を分析できる理論枠組みを構築することにある。それにもとづき、ペルー

と日本の間の人の移動がもたらす帰結の解明・理論の彫琢を進めることが最終的な目標と

なる。 
 
２．研究の目的 

本研究では、まず以下のような新しいトランスナショナリズム論を構築する。代表者から

みて、トランスナショナリズム論には 3 つの欠点があった。(1)グローバル資本や国民国家

への抵抗を強調するあまり、トランスナショナリズムのプラス面を過度に強調してきた。(2)

アメリカの文脈を前提としているため、二国間関係や社会構造の多様性を理論に組み入れ

ていない。(3)「いかにトランスナショナルな関係が生まれているか」に問いが収斂し、政

治・経済・文化、一世・二世、ヒト・モノ・カネ・情報の越境を測定するだけの単純な概念

となってしまった。 

こうした欠点を修正しない限り、トランスナショナリズム論は越境的社会空間の発達度

を測定し、それが新たな移民形態であることを確認し続けることになる。それゆえ本研究で

は、図１のような見取り図を彫琢し、新たなトランスナショナリズムの理論を構築する。こ

れは、短期デカセギと定住化の間に 3つの類型を設定し、その規定条件と帰結の関係を示し



ている（従来のトランスナショナリズム論は、調和型トランスナショナリズムのみを想定し

ていた）。 

 
 
３．研究の方法 

実証に際しては、ペルーと日本を往復する移民 650人に対する聞き取りデータにより、次

の 2 つの問いに答えていく。(1)ペルー人のデカセギは、図１でいうディアスポラへと移行

している者が多いのではないか。すなわち、出身地にも移民先にも安定的な基盤を作れず、

結果的に下方移動しているのではないか。(2)とはいえ、ペルー人のすべてがディアスポラ

に陥ったわけではなく、5つの類型それぞれに一定の比率が該当する。では、何がそうした

分岐をもたらすのか、規定条件として何を設定しどのような因果関係のもとで理解すれば

よいのか。 

これまでの代表者の調査では、ペルーと日本の往復の繰り返しは、調和型トランスナショ

ナリズムというよりはディアスポラを帰結する傾向があった。賃金差の縮小や不況など、移

民に不利な二国間関係は、そうした傾向を助長する。ただし、その過程で人的資本や社会関

係資本を蓄積した場合、他の類型に移行する可能性が高まる。これらの資本、移動といった

要因を組み入れ、計量的に分岐を促す要因を明らかにすることが、実証面での最終的な目標

となる。 

 
４．研究成果 

 ３までで掲げた類型との関連でいえば、トランスナショナリズムとディアスポラへの分岐を

規定する最大の要因は、二国間関係であった。すなわち、ペルーと日本の間の経済格差が大きい

時期にペルーに投資すれば、ペルーでも生活できるだけの基盤を形成できる。それにより、日本

とペルーの両方に基盤をおいた形での生活が可能となり、どこに住むかは個人の選択の問題と

なる。他方で現在に近くなるほど日本とペルーの経済格差が縮小し、日本からの投資が困難にな

っていく。この場合、ペルーに帰国して安定的な生活を営むことは困難になり、日本での統合が

ゴールとならざるをえない。しかし、日本側の状況が不安定になったときには、やむを得ずペル

ーに帰国することとなるが、多くの場合はペルーで安定した生活を営むことができていなかっ

た。その結果、再び日本での生活基盤を築こうとするが、それがかなわない場合が多い（あるい

は一家離散を帰結することが多い）。 

 ただし、こうした結果は移民一世に関してのものであり、移民第二世代に関しては状況が異な

る。移民一世の場合、自らの人的資本で日本での上昇移動を達成した例はきわめて少なかった。

それに対して移民二世は、日本で教育を受けるがゆえに日本で有効な人的資本を形成できる。そ

れに加えて、スペイン語と日本語能力という人的資本を、家庭や両国の学校を通じて形成できる

人的資本 

社会関係資本 

二国間関係 

調和型トランスナショナリズム 

ディアスポラ 

短期デカセギ 

選択型トランスナショナリズム 

定住化 

出身地で上昇：帰還ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ人 

限定的な上昇移動：在米ハイチ人 

下方移動：在日ペルー人 

片方での上昇：在日パキスタン人 

マイノリティ化：中国帰国者 
移民先に重点 

出身地に重点 

＜帰結＞ ＜形態＞ ＜規定条件＞ 

図１ 移民形態を規定する要因とその帰結（実線は正の、破線は負の因果関係を示す） 



場合もある（そうでない場合もある）。これにより、移民第二世代の分岐は日本での貯蓄→それ

をもとにしたペルーへの投資ではなく、人的資本によって規定される度合いが高い。日本での学

校教育で一定の達成を経た者は、日本の新卒労働市場へと参入し統合されていく（その過程で言

語能力が生かされる場合とそうでない場合がある）。学業達成がうまくいかない者の場合、正規

職に就く比率が低いことなどにかんがみて、ディアスポラの類型に近い性格を持つが、ペルーで

暮らすこともできないがゆえに日本での周縁化とみたほうがよい（これは新たな類型設定を必

要とする）。 

他方、主に言語能力を用いて日本とペルーにかかわる業務につく者も一定程度存在していた。

たとえば、ペルーにあるコールセンターでの日本語対応の仕事などは、最低賃金の 3倍程度の収

入を得ることができるし、高学歴が求められるわけではない。同様に、メキシコでのプラントで

の通訳は、ペルーの最低賃金の 10 倍近くの収入になるため、二世にとっては魅力的な仕事とな

る。とはいえ、こうした仕事は長期間続くものではないため、トランスナショナリズムは不安定

なものとなる。 

まとめると、本研究で得られた主な知見は以下のようになる。(1)一世と二世でトランスナシ

ョナリズムからディアスポラに至る分岐の規定要因は、大きく異なる。(2)一世の場合、自らコ

ントロールできない要因であるペルーと日本の間の経済格差が大きな意味を持つのに対して、

二世では自らコントロールできる人的資本が大きな意味を持っていた。(3)結果的に、二世の方

が人的資本の蓄積を通じてやり直す道が開かれているのに対して、一世の場合はディアスポラ

に陥ったらやり直しがきかない点で困難がより大きい。 
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